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１－１．ＩＰネットワーク上のトラヒックの流れと費用負担の構造

ＮＴＴグループ
（ＩＳＰ）

ＩＳＰ

ＮＴＴ東西（地域ＩＰ網）

ＩＳＰ

CP
CP CP

ＩＳＰ

CP

CP
ＩＳＰ

トランジット料

ピアリング

コンテンツプロバイダ（CP）のコンテンツ配信

Ｐ２Ｐ通信

エンドユーザ

③

④

②
（双方支払いなし(相殺)）

⑦

①

⑧

⑤

費用負担（お金の流れ）

④

③

①

①
③
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ISP設備利用料

インターネット
接続サービス
利用料

アクセス網
利用料

コンテンツ
利用料※

①

⑥ ⑥

⑥

地域IP網設備
利用料(CP)

⑥

地域IP網設備利用料(ISP)

トランジット料

※広告によるコスト回収
モデルの場合は無料

⑦



③ ＩＳＰ⇒ＩＳＰ：トランジット

１－２．ネットワークコスト負担の形態

① ＣＰ⇒ＩＳＰ

トラヒックに基づいて、トランジット購入者（下位ＩＳＰ）がトランジット提供者（上位ＩＳＰ）
に対して支払う

ＰＯＰ（アクセスポイント）までの回線は、トランジット購入者（下位ＩＳＰ）が自前で用意

トラヒック等に基づき、ＣＰがＩＳＰに対して、ＩＳＰ設備利用料を支払う

② ＩＳＰ⇔ＩＳＰ： ピアリング
ネットワークコストの支払いは双方なし（相殺）

接続用回線の費用は両者折半

④ ＩＳＰ
⇒ＮＴＴ東西（地域ＩＰ網） ＩＳＰがＮＴＴ東西に対して、地域IP網設備利用料（ISP）を支払う

ＣＰがＮＴＴ東西に対して、地域IP網設備利用料（CP）を支払う

⑥ エンドユーザ⇒ＣＰ

エンドユーザがＮＴＴ東西に対して、アクセス網利用料を支払う

⑤ ＣＰ
⇒ＮＴＴ東西（地域ＩＰ網）
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⑦ エンドユーザ⇒ＩＳＰ

⑧ エンドユーザ
⇒ＮＴＴ東西（地域ＩＰ網）

エンドユーザがＣＰに対して、コンテンツ利用料の中で支払う

エンドユーザが契約先ＩＳＰに対して、インターネット接続サービス利用料を支払う

（参考1）

（参考1）

（参考１）



（参考１） 料金体系 （ＮＴＴ東日本の地域ＩＰ網の例）

（１） エンドユーザ向け 月額料金

エンドユーザ向け、コンテンツプロバイダ向けサービスともに、帯域に応じた定額料金を設定

（２） コンテンツプロバイダ向け 月額料金

ﾕﾆｷｬｽﾄ

ﾏﾙﾁｷｬｽﾄ

300万円1Gbpsフレッツ・ドットネット EX

（v6） 115万円 （ + 200円/1配信契約者）100Mbps

550万円 （ + 200円/1配信契約者）1Gbps

80万円100Mbps

25万円10Mbps
フレッツ・オンデマンド

（ｖ４）

月額利用料最大通信速度サービス
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850～1,950円

ＯＣＮ／ぷらら

ＩＳＰ
地域ＩＰ網※

1,200～1,980円4,100円100MbpsBフレッツ （ﾊｲﾊﾟｰﾌｧﾐﾘｰ）

2,600円1.5Mbps

2,650円8Mbps

2,700円12Mbps

2,750円40Mbps

2,800円47Mbps

フレッツ・ＡＤＳＬ

月額利用料

最大通信速度サービス

※Ｐ２Ｐ通信、マルチキャスト受信（ｖ６）を行う場合は追加料金300円/月が必要



１－３．ＮＴＴ東西の地域ＩＰ網のＩＳＰへのオープン性

ＮＴＴ東西

ケイ・オプ
ティコム

ケイオプ
ティ・サイ
バーポート

アクセス提供
事業者

ＩＳＰ会社

NTT東西（地域ＩＰ網）は、幅広いＩＳＰとオープンに接続

（他社の例では、自社／自グループに閉じた垂直統合モデルがある）

NTT東西（地域ＩＰ網）は、幅広いＩＳＰとオープンに接続

（他社の例では、自社／自グループに閉じた垂直統合モデルがある）

ヤフー

ソフトバンク
BB

BBテクノロ
ジー地域ＩＰ網

※（出典） ＯＣＮ、ぷらら、Yahoo! BBは公表値（2006.9時点）。他は、「日経マーケット・アクセス（2006年8月号）」のインターネット接続サービス加入契約数等（2006.3時点）による

eo

51万
（38万）

Yahoo! BB

515万
(515万)

ﾄﾞﾘｰﾑ・
ﾄﾚｲﾝ・
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

ぷらら NTTコムＳＣＮＮＥＣ
ﾋﾞｯｸﾞﾛｰﾌﾞ

ニフティ

@nifty

530万
(128万)

BIGLOBE

420万
(136万)

So-net

170万
(83万)

OCN

571万
(439万)

ぷらら

223万
(178万)

DTI

51万
（未公表）

ＦＴＴＨ

ＡＤＳＬ

接続ＩＳＰﾌﾞﾗﾝﾄﾞ数
５００以上

ＩＳＰブランド

加入契約数※

（再掲：ＢＢ加入数）

ＦＴＴＨ

ＡＤＳＬ

ＦＴＴＨ
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２－１．コンテンツの大容量化とアクセスのブロードバンド化に伴う課題

ＩＳＰ

地域ＩＰ網

ＩＳＰ

CP

トランジット
（課題1-a.）

支払い

エンドユーザ料金（課題2.）

支払い
（定額料金）

ＩＳＰ

CP

支払い
（定額料金）

ピアリング
（課題1-b.）

アクセスのブロードバンド化の進展

映像配信等のリッチコンテンツの大容量化、Ｐ２Ｐ通信
の普及拡大により、ＩＰトラヒックが急増

Ｐ２Ｐ通信やリッチコンテンツ配信によるエンドユー
ザあたりのトラヒックの増加により、設備増強コスト
が増大 （インターネット接続料・アクセス網利用料は
トラヒック量に比例しない定額料金であり、また競争
が激しくコスト増分を料金に転嫁することも難しい）

動向

課題

Ｐ２Ｐ通信やリッチコンテンツ配信によるトラヒック増
により、上位ＩＳＰに支払うトランジットコスト及び自網
設備の帯域コストが増大 （ＣＰとの関係では、上位
ＩＳＰに接続するＣＰのトラヒック増に対応するための
設備コストをＣＰに求めることは出来ていない）

１．ネットワーク事業者間のコスト負担
１－ａ．トランジット

１－ｂ．ピアリング

ピア（相手ＩＳＰ）に接続しているＣＰからのトラヒック
増により設備コストが増大 （自網に直接接続してい
ないＣＰにコスト負担を求めることは出来ていない）

２． エンドユーザ料金との関係
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２－２．コスト負担のあり方

ネットワーク増強コストについては、最終的にはエンドユーザに負担いただくことになるが、中間

的に各サービス提供事業者間でどのように負担するビジネスモデルが、需要喚起・情報通信市

場の拡大等の観点から望ましいかを現時点で見通すことは難しい。→市場原理に委ねるしかな

いか？

＜論点＞

リッチコンテンツ配信については、ＣＰがネットワーク増強コスト（一部又は全部）を含めてコンテンツ料

（B2C、B2B等）で回収するビジネスモデルが普及するのか、ネットワーク事業者がエンドユーザから

ネットワーク増強コストを回収するモデルが普及するか？

- ＣＰが回収する場合

・広告等の間接収入を利用したコスト回収のビジネスモデルにより市場拡大が進むのか？

・ＣＰに直接接続していないネットワーク事業者のコスト回収が可能か？ 等

- ネットワーク事業者が回収する場合

・網の目状に接続しているネットワーク全体のコストを適切に分担することができるのか？

トラヒックの非対称性に着目したピアリング負担を行えるか？、直接接続していないネット
ワーク事業者間の適切なコスト分担が可能か？、国外事業者を含めた適切な分担が可

能か？

Ｐ２Ｐトラヒックにかかるネットワーク増強コストの回収をどうするのか？（ＮＴＴ東日本の地域ＩＰ網では
Ｐ２Ｐ通信を行う場合、追加料金を設定）
ＮＧＮにおいては、従来の帯域ベースに加えて、品質確保の差異に応じたコスト負担・料金設定を検討
することが必要。

今後のブロードバンド市場の健全な発展のためには、上位レイヤを含むブロードバンドサービス
の提供に必要な通信網の増強にかかるコストが回収できるようにすることにより、ネットワーク設
備構築のインセンティブを確保することが必要。
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なしあり受付制御
（エッジノードによる流量制限等）

規定

なし
規定ありパケットロス

規定

なし
遅延 及び 遅延ゆらぎ

ＱｏＳ規定
及び

サービス条件

ベスト

エフォート

クラスC
（優先）

クラスB
（高優先）

クラスA
（最優先）

サービス品質

機 能

インタラクティブ（双方向）通信機能

ユニキャスト（片方向、一対一）通信機能

マルチキャスト（片方向、一対多）通信機能

ＩＳＰ接続機能

イーサ通信機能

用途

0AB～J ＩＰ電話

0AB～J ＴＶ電話

インターネットアクセス

コンテンツ配信

広域イーサネット

品質（ＱｏＳ）注 内 容

クラスＡ（最優先）

クラスＡ（最優先）

クラスＢ（高優先）

ベストエフォート

優先制御機能付

ベストエフォート

・高品質：7ｋHz  
・標準品質：3.4ｋHz

・ハイビジョンクラス：30Mbps程度

・標準ＴＶクラス：2Mbps程度

・ハイビジョンクラス：10Mbps程度
・標準ＴＶクラス：6Mbps程度

数十 ＜ 数百 ＜ 数秒
ミリ秒 ミリ秒

【注： 品質制御のパターン】

（参考２） トライアル（H18.12.20開始）における次世代ネットワークの提供機能
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２－３．ＮＧＮにおけるネットワークアクセスのオープン性

NNI
SNI

UNI

PSTN／移動体事業者
(NTT地域会社のPSTN経由）

ＩＳＰ

他社IPネットワーク

アプリケーションサーバ

ＩＰ通信サービス
利用ユーザ

【インタラクティブ通信】
【ユニキャスト通信】

【イーサ通信】次世代ネットワーク

（注）

（注）：現行のISP接続機能と同様のインタフェース条件

（網間インタフェース）

次世代IP
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｻｰﾊﾞ・網

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

次世代IP
ﾕｰｻﾞ・網
ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

UNI

イーササービス
利用ユーザ

次世代ｲｰｻ
ﾕｰｻﾞ・網
ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

ＮＴＴの次世代ネットワーク（ＮＧＮ）は、ＣＰやＩＳＰを含む他社ＩＰネットワークとのコネクティビティ（相互接続性）を

確保したオープンなネットワーク

・ トライアルにあたってＮＮＩ（網間ｲﾝﾀﾌｪｰｽ）、ＵＮＩ（ ﾕｰｻﾞ－網ｲﾝﾀﾌｪｰｽ）に加えて、ＳＮＩ （ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｻｰﾊﾞ－

網ｲﾝﾀﾌｪｰｽ）の条件を開示（H18.7.21）

ＮＴＴの次世代ネットワーク（ＮＧＮ）は、ＣＰやＩＳＰを含む他社ＩＰネットワークとのコネクティビティ（相互接続性）を

確保したオープンなネットワーク

・ トライアルにあたってＮＮＩ（網間ｲﾝﾀﾌｪｰｽ）、ＵＮＩ（ ﾕｰｻﾞ－網ｲﾝﾀﾌｪｰｽ）に加えて、ＳＮＩ （ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｻｰﾊﾞ－

網ｲﾝﾀﾌｪｰｽ）の条件を開示（H18.7.21）
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